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七
一
六
、
九
0
0
了T
四
一
苓
塚
市
商
定
安
盗
掛
川
僕
皐
草
委
一
内
当
初
予
算
案
じ
計
上
さ
れ
た

宮
一

λ

一
一
一
一
一
、
二
一
近
、
四

O

八
一
一
一
一
首
宏
一
一
七
、
一
七

O

一
言
、
六
五
一
一
、
玄
七
八
一
教
育
費
一
六
九
‘
空
ハ
一
一
一
、
去
三
一
手
口
一
一
関
有
財
護
機
係
費
つ
一
一
一
一
七
ち
一
一

0
0

一0・
圏
一
員
会
僚
例
の
一
部
を
改
定
す
る
一
以
外
の
使
途
中
轍
育
鰯
係
の
使

域
外
一
山
一
一
一
、
一
一
八
八
、
六
九
四
一

A

一
一
一
八
、
関
西
九
一
{
一
一
、

O
七
O

、
ご
塁
一
批
会
及
労
働
施
設
費
一
五
一
一
五

O
六
、
七
一
一
一
年
一
八
@
心
一
務
総
正
策
費
一
六
、
八
九

O
、
六
九
一
一
一
一
一
?
と
管
例
一
途
に
つ
い
て
協
議

e
し
た

一
山
一
一
)
一

δ
、

O
L
O
O
T
V
5
0
寸
一OG
O

一
一
一
六O
、
0
0
0

一
保
移
衛
生
酢
一
一
一
一
、
九
一

O
恵
問
。
~
ぃ
了
土
持
支
借
金
一
豆
、
九
七
七
‘
五

0
0
ァ
τ
一
一
撃
司
教
育
法
一
地
行
僚
哲
三
部
一
一
一
一
十
一
日
市
議
会

千
四
六
二

2
3
1
0

六
九
一

i

一
六
、
六
七
一
一
一
、

O

六
九
官
業
経
傍
受
一
つ
き
そ
交

L
0・
持
予
備
費
五
0
0、
0
8
一
?
一
一
一
一
議
評
論
♂
事
件
拡
関
税
議
議
議
懇
話
山

麓
一
(
九
ご
も
丸
一
九
、
一
六

O

一
一
七
‘O
七
一
一
、
君
主
一
一
史
、
九
九
一
、
六
芸
一
都
市
計
一
一
顕
著
業
費
一
三
、
一
一
一
一
一
路
、
き
七
一
主
歳
出
合
計
一
一
一
一
七
へ
九
一
時
一
一
盆
喜
一
ず
る
僚
例
て

2

義
一
帆
六
、
丸
八
一
一
一
、
二
七
一
八
一
七
、
九
問

λ
一
昔
、
λ
O
一
、O
六
五
一
:
:
一

p
-

平
塚
市
職
員
に
対
ま
特
約
手
護
所
自
常
事
競
走
実
施
後
例

六
、
一
一
一
O
Oも

O
Q
Q一
一4
0
0
、
8
0

一
九
二
一
0
0、
0
0
0
一
一
一
説
謀
議
前
向
鰍
切
る
特
和
一
一
一
野
鑓
誕
競
ぴ
卒

六
六
七
、
七
ぬ
六
一
一
二
一
、
一
二
一

o

一
一
二
一
0
0
、
0
0
0

三
五
人
支
出
の
概
里
震
な
予
算
が
現
在
宅

Z

ょ
子2

・

2

疑
問
に
蓄
え
す
殊
勤
務
手
当
の
豪
語
す
る
塚
市
酬
概
要
対
す
る
特
別
手
当

良
時
一
、
一
九

O
、

o
o
g
i

一
一
、
一
九
O
、

0
0
0

一
昭
和
二
十
六
年
度
後
学
期
の
動
向
一
う
に
使
わ
れ
た
か
も
叉
、
公
正
じ
一
る
意
味
で
般
入
支
出
の
滋
況
を
次
僚
例

h

〆
の
支
給
に
闘
す
る
俊
例
は
議
案

ム
一
一
七
九
、
一
七
一
、
一
八
一
一
世
一
に
つ
い
て
は
前
述
殺
し
た
遜
静
で
一
使
用
さ
れ
て
お
る
か
と
の
疑
問
が
一
表

K
恥
苧
塚
市
競
輪

M
Mび競
馬
運
営
委
・
か
し
す
る
岡
田m
w説
明
が
あ
っ

一
一
@
日
開
会
委
員

K
対
す
る
手
当
の
支
燦
震
審
議
仁
た
総
来
会
議

歳
出
あ
静
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
は
一
生
じ
ら
れ
て
お
る
と
と

k

患
い
ま
一
ょ
う
給
じ
関
す
る
僻
例
も
同
眠
薬
遜
静
宵
し
関

九
月
末
瑛
筏
予
算
額
一
昭
和
二
十
七
年
度
午
線
市
才
入
党

六
、
0
0
0
、
臨
鴎
九
一

一
一
一
丸
、
九
z
一
一
一
一
、

0
0
六
一

三
て
三
一
一
一
八
、
一
九
七
一

六
、
軍
O
五
百
間
一
一
一
九
一

六
筒
、
支
O
七
、
丸
一
一
二
一

銭
一
、
一
一
近
、
七
一
一
五
一

六
、
λ
λ
0
‘
一
0
0
4

一
、
六
一
一
、
一
一
一
一
一
七
一

日
豆
、
沼
O
回
、
一
一
一
六
七
4

一
、
六
一
一
一
一
一
一
、
五
割
帆
氏
一

関
九
問
、
七
③
ゆ

っ
一
一
一
一
、
一
気
。

七
、
六
六
七
、
丸
o
o

i

一
二
一
、
六
玄
一
一
‘
二
時
九

吋
一
一
九
六
九
限
、
六
二

{皇)

ヘ
昭
和
二
十
六
年
度
後
半
m
J

f
昭
和
二
十
七
年
度
予
算
」

緩市予務
線

路斎交
差備

合官、 III 
事
業

註星空一堅金

丸
、
O
九
渡
益
O
S
冊
目
一

一
一0
0
、

0
0
0

一

一
一
一
一
一
菌
、
中
市

O
O

一

一
一
七
九
、
一
七
一
‘}λ鴎
一

苧
塚
市
品
開
示
第
二
八
ザ

僚
例
の
定
め
誌
と
と
ろ
じ
よ
り
卒
塚
市
財
政
事
務
を
と

h
k
A
公
表
す
る
。

昭
和
一
一
品
広
告
年
五
月
一
日

総和宮 F 年 5 R 1 5 日

科
一
議
会

一
役
所

事
幽
綴
消
防

一
土
木

一
教
育

一
位
会
及
労
働
施
設

一
保
健
篠
弘
生

一
援
策
経
済

一
都
市
計
磁
事
業

立
嗣
麓

号
一
統
計
誠
袋

ι
一
選
挙

ト
ト
明
会
債

f

，
繍
問
調
有
財
獲
関
係

競
輪
事
紫

箆

抽
出
加
更
豆
予
算
綴
ハ
A
U減
U

f

一
一
一
一
七
、
七

O
一
一

六
、O
豆
豆
、
近
八
一
一

軍
司
一
一
一
一
O
、
六
一
一
一
O

つ
豆
O
八
、
一
七
九

鴎
1
関
八
一
一
、O
八
{
一
一

棚
問
、
六
一O
、
七
九
九

λ
一
一
、
窓0
0

一
O
O
、
七
O
八

一
一
E

八
問
。
、
九
九
窓

一
一
、
一
一
一
一
一
、
六
一
一
七

七
一
一
す
ご0
0

--
ご O
八一
、、

ご五
六玄
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入

予
算
額
一

一O
八
、
八
六
一
一
、
一
一
一
畑
一

ご
O
も
訴
ハ
五
豆
、

0
0
0

一

八
、
七
二
O
も
醐
間
蕊O

一

宮
近
、
六
玄
一
一
、
主
七
八
一

一
一
一
、
O
七
O
、
ニ
間
間
近
一

一
一
六O
、

0
0
0

一

六
、
六
七
口
一
、
。
六
九
一

一
O
丸
、
九
九
}
、
六
玄
宏
一

七
、
八
O
一
、
O
六
笠
一

丸
、
一
一0
0
‘

O
O
Q

一
二
一
一o
o
w
0
0
0

一

一
、
一
九O
も

0
0
0

一

世
二
口
一
、
滋
七
六
、
一
八
八
一

沼健三
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O 九三
玄 A コ
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定七ご豆
七ご O コ
穴ご O 七
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九

九
月
三
十
日
現
在
枚
入
額
一
三
月
三
十
一
日

H
現
在
牧
入
額

月
一
司

一
一
丸
、O
四
六
、
=
一
八
四
一
四
九
、
九
限
七
、
八
七
叶

九
、
一
一
一
八
一
一
一
、

0
0
0
一
一

o
，
久
翠
問
問
、0
0
0

一
一
、
一
一
陣
七
、
主
玄
関
一
四
、
八
七
三
、
一
七
一
一
一

二
閥
、
宏
一
七
、
一
一
一
二
六
一
七
、
O
六
一
、
一
一
一
七
八

一
、
七
五
六
、
七
八
八
一
一
一
一
一
一
一
、
五
日
間

O

こ
ご
O
、

0
0
0
一
一
一
一
。
、

0
0
0

六
、
六
七
一
一
一
、
O
七
O

一

i

鴎
六
、
0
0
0
、

0
0
0
一
六
八
、
四
回
口
一
、o
一
一
四

ご
、
O
八
軍
事
λ
O
七
一
一
一
、
八
五
八
、
蕊
照
一

ー
一
圏
、
一
一0
0
‘

0
0
0

一
一
一O
、

0
0
0
一
-
、

O
八
六
、
八
ご
湾

f

一
一
。
‘

0
0
0

一
一
一
一
、
一
{
一
一
九
、
丸
一
一
九
一
一
室
九
、
近
七

λ
、
{
一
一
道
一 一枚
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歳

科一
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議

科
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三七九ー
ささ月人
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四ご現

一一芸在
-13T て予

o s三七算
o 00 額
五Lぷ) OPl 

九七 i皇
qq 加
一同 Æ
問。蕊

~q 予
ヨî 0 ;)字
-0 額

ムヰ♀旦一、

問。最
問。
ヨ王三終

六六 z
六三 J

- =ミ弓算

o ̂ 七o -0 獄
。七 O円

出
九
月
末
現
在
予
算
額
一
話
加
一
史
蕊
予
算
額
一
最
終
予
算

同
一
一
‘
月
一

七
一
一
一
一
一
一
、
一
一
一
一
一
一
一
一
、
七

O
O
一
一
一
七
O
、
問
。
。
、
0
0
0
一
一
、O
O
一
ニ
、
六
一
一
一
一
一
一
、

一
一
一
近
豆
、
間
間
二
阜
、
一
一
一

O
O
一
九
O
、
一
一
回
目
八
、
五
一
七
一
四
四
五
、
六
六
三
、
八
一
七

一
一
、0
0
0

一

i

一
一
一
、

0
0
0

自

予ミ主主
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出

議

出

来
支
出
額
創
刊
箆
一
予
算

一
筆
、
世
相
姦
輸
事
業
費
一
一
、

8
語
、
内

一
一
志
向
内
閣
も
隅
抱
一
競
馬
事
業
費
一
鴎
説
、
六

一
一
也
開
犬
、
交
八
一
当
せ
ん
金
約
託
蒸
発
第
一

一
纂
策
費
ハ
袋
〈
じ
)
一

一
、
。
孟
品
、
開

5
一
一
一
一

内
、
一
品
一
九
八
も
八
四
五
一
以
上
で
公
鑑
賞
事
業
に
対
す
る
昭
和
一
概
閥
幹
説
明
殺
し
た
わ
け
で
あ
仇
り
ま
一
ハ
一
般
会
計
に
繰
出
し
た
額
を

一
一
、
八
一
八
、
突
内
二
十
六
年
度
後
待
問
制
ハ
十
月

i

一
一
一
一
ナ
。
一
う
》
は

P
」
の
佼
い
か
ま
申
し
ま
す

←
間
月
V
分
の
予
算
の
動
向
開
設
び
に
そ
一
さ
て
、
と
れ
ら
公
営
事
業
の
実
施
一

I
C次
の
よ
う
で
あ
静
ま
ず
。

一
、
，
一
晶
画
一
、
台
一
八
一
一
一

一
の
予
算
に
対
す
る
牧
支
の
欽
泌
を
一
に
よ
っ
て
実
際
に
生
じ
た
利
釜
金
一

二
一
口
問
、
一
品
一
一
一
八
一

一
、
一
口
八
、
宅
内
一
種

芸
=
一
元
、
口
幅
一
一

夫
、
竺
九
一
野

一
一
内
耳
、
四
回
正
一
寸

骨
一
一
一
一
、
一

5
0

一4
4口

一
一
一
、
内
八
五
一
切
一
九
一
一

一
も
七
也
一
、
口
内
田
一

関
穴
、
五
回
口
一

3
6
q
o
g一

一1

台
工
ハ
、
一
口
札

四
七
、
八
八
一
一
一
、
志
向
一

算

来
的
支
額

八
一
一
、
一
八
七
、

四
五
一
八
、
四
一
一
一
品
、

馬輸

事事

別
輩
記
器
官
一
閥
均
叫
ん
村
立
唯
一
点
一
;
金
合
計

円
一
月
一

栄
一
一
一
六
、
0
0
0
、

0
0
0
一
二
五
、

0
0
0
、

0
0
0
一
六
一
、
0
0
0
も

0
0

業
一

O
、

0
0
0
も

0
0
0
一
殴
一
一
一
、
四
四
一
一
一
、

O
一
一
冊
目
一
近
一
一
一
、
問
問
問
問
一
一
一
、

O
一
一

計
思
六
、

0
0
0
、

0
0
0
一
六
八
、
盟
問
問
一
一
一
、
O
一
一
回
一
一
一
題
、
問
問
問
一
一
一
、

O
一
一

皆
様
田
向
知
の
通hり
で
あ
h
り
ま
ナ
。
一
に
よ
っ
て
昭
和
一

叉
と
の
公
鐙
事
業
の
牧
盆
及
び
牧
…
支
概
況
並
び
に
昭
和
一

益
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
市
民
の
一
の
予
算
や
設
明
し
ま
し
ょ
う
c

皆
臨
怖
に
は
最
も
関
心
が
ゐ
あ
り
の
一

と
と
込
存
じ
ま
す
の
で
も
以
下
表
←

む
既
兄
一
す
る
牧
入
の
大
都
会
内
宮
内
の
一
一
人
ば
一
体
"
と
の
伐
負
担
し
て
ゐ

也
君
、
1

一
皆
様
が
約
め
ら
れ
る
税
金
に
よ
っ
一
ら
れ
る
か
と
取
し
ま
す
正
次

の
財
政
中
、
公
営
事
業
会
一
て
賂
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
あ
仇
り
ま
一
与
で
あ
静
ま
す
。

き
一
般
会
計
の
支
出
円
に
要
一
ナ
が
、
と
の
税
金
を
皆
様
方
一
人
一

昭
和
二
十
六
年
度

種
別
一
昭
和
一
一
十
穴
年
度
分
認

食
九
九
、
八
一
八
、
一

一
円
凶
瑛
在
》

一
ニ
、
一
持
借
入
金

昭
和
二
十
六
年
度
に
於
い
て
は
一

時
借
入
金
は
俊
入
れ
ま
せ
ん
?
し

た
。

六
年
夏
後
半
期
投
支
の

入

五

、
び
に
一

の
概
略
山

一
、
叫
用
意

卒
塚
市
の
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
遜
h
v
で
あ
h
り
ま
す
。

イ
建
物
一
問
、
四
五
二
坪
間
八
以
上
で
卒
塚
市
財
政

ロ
土
地
六
一
一
一
二
ハ
四
一
一
一
坪
九
三
度
じ
設
明
致
し
て
ま
い
り
ま
し
た

二
、
市
僕
今
後
い
よ
/
\
綬
愛
の
穀
率
的
使

卒
塚
市
の
借
金
の
総
額
は
次
の
遜
府
主
計
り
、
市
財
政
の
建
会
伎
や

り
で
あ
り
ま
ナ
が
も
こ
の
俊
金
は
維
持
促
遜
せ
し
む
る
と
と
&
希
つ

一
体
市
民
の
皆
様
一
人
/
\
が
幾
て
烏
る
の
で
あ
仇
り
ま
す
が
、
市
民

ら
背
負
わ
れ
て
た
る
か
ξ

申
し
ま
の
皆
様
の
深
い
解
明
暗
岬
併
と
御
協
力

す
と
壱
一
人
当
り
で
は
一
、
八
四
が
な
く
て
は
当
低
笠
め
な
い
と
と

三
国
弱
で
あ
争
、
又
一
世
帯
当
り
で
あ
り
ま
す
。

で
は
八
、
五
一
一
一
八
魁
強
に
な
り
ま
苓
塚
市
今
後
の
時
世
田
肢
の
た
め
不
断

す
。
の
御
協
力
を
沿
願
い
致
し
ま
し
て

夜
億
総
額
一
O
一
一
一
、
二
七
七
今
回
の
「
財
政
事
縄
問
」
を
結
ぶ
と

二
一
一
一
六
磁
〈
昭
和
二
十
七
年
一
二
と
仁
致
し
ま
す
@

与
問
句
2
4
m
m

一
回
提
言
m
t
a
m
-
m

認
定g
w
g
m
m
一
副
首
一
宮
但

z
a
m一
同
盟
ぷ
一

w
w
a
m
回
目
白
一
宮

W
C
2
Z総司
官
民
主
鑓
一
毘
諒
一
昔
話

w
m
m
m
m

一
言
畑
一

a
w
m

一Z
同
盟w
'
a
w
-
-
n
Z

怒
鳴
均
一
言
明
一
国
間
町
一
回
目

Z
F
w
z
m
m

盟
国
包am
-
-
2
2

一M
m
m
-
認
可a
y

臨
時
職
金
メ
甲
南
嗣
一
十
軒
行
一
一
一
一
一
弓
一
一
警
協
議
一
一
一
刊
誌
議
れ
紅
会

十
五
日
建
設
委
員
会
一
し
た
一
銭
計
現
金
の
一
部
や
予
援
す
る

一
一
一
月
の
市
議
会
に
沿
い
て
付
話
一
反
鎖
骨
盤
謹
促
進
委
員
会
一
に
つ
い
て
の
嬰
壌
中
一
部
緩
更

さ
れ
た
梶
野
総
察
会
一
世
間
附
}
む
の
一
一
一
一
月
の
市
議
会
広
ゐ
い
て
掛
川
読
一
に
つ
い
て

下
水
滋
改
修
に
関
す
る
陳
情
書
一
さ
れ
た
総
溜
り
周
辺
の
区
部
整
一
人
権
擁
護
委
員
を
推
せ
ん
す
る

に
つ
ド
て
協
議
し
た
一
理
促
進
に
関
す
る
陳
情
輩
出
に
つ
一
に
つ
き
窓
見
を
求
め
る
に
つ
い

的
動
向

む

i見

~ 

て
「

k

し
て
照
会

道
路
認
定
の
諮
問
答
申
じ
つ
い
一
二
十
六
日
大
樹

て
一
火
葬
場
移
築
に
つ
い

以
上
一
二
犠
案
じ
つ
い
て
慎
重
審
一
報
告
並
び
に
今
後
の
対
策
に
つ

識
の
綾
田
明
間
四
祭
遜
静
可
決
確
定
一
い
て
協
議
し
た
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前
八
時
三
十
分
よ
り
一
認
一
ま
す
が
、
森
の
大
冊
掃
除
は
こ
れ
か
一
十
間
以
上
官
僚
意
を
催
し
、
高
熱
一
て
は
給
援
の
卒
制
崩
発
見
も
治
療
の
鉛

後
五
時
ま
で
一
待
問
外
電
話
番
号
袋
一
ら
繁
殖
す
る
蝿
紋
鼠
等
害
虫
の
発
一
の
続
く
赤
痢
は

E
う
し
て
発
生
す
一
指
導
主
民
的
と
し
、
平
塚
市
豊
附
一
①
ご
み
箱
一
は
清
掃

A
が
滋
ぴ
泌
す

と
の
外
の
時
間
及
羽
織
民
法
左
認
一
一
一
一
六
一
審
街
中
喜
一
夜
間
用
一
生
ず
る
を
防
ぎ
と
の
夏
を
き
溜
に
一
る
の
で
し
ょ
う
。
一
会
、
卒
塚
保
健
所
の
協
力
め
下
五
一
の
に
便
利
な
警
官
僚
い
て
烹

私
設
立
日
時
沼
崎
一
一
」
一
六
一
一
番
市
長
室
一
過
す
た
め
去
の
雲
予
防
の
た
一
蓄
に
は
っ
た
川
芸
術

j
一
月
二
十
五
日

τ

官
ア
リ
一
さ
い
。

。
日
寸
功
柑
4料
品
げ
刊
誌
げ
一
二
三
番
(
助
役
安
麟
錦
繍
一
軒
主
務

b
M別
院
一
日
以
る
ぷ
誤
射
恵
一
時
制
州
沈

y
~間
接j
一
②
立
刊
誌
口
訳
出
日
日

立
時
間
諸
制
約
刊
誌
は
討
一
一
長
野
日
←
@
事
業
課
長
輪
場
)
及
警
察
署
一
一
二
六
喜
一
議
欄
耕
輔
額
五
百
円
ト
ド
訪
問
勺
一
夜
間
切
村
山

U
U軒
了
時
戸
時
帰
還
凶
器
一
計
れ
れ
い
前
十
時
間
桝

1
一
名
曲
霊
ハ
に
数
友
一
国
家
と
し
て
の
安
一
助
の
機
能
を
遜
じ
て
間
関
民
生
活
の
一
段
従
来
叩
過
ち
で
す
。
一
一
二
六
五
主
税
一
務
課
敬
入
役
袋
一
と
れ
や
目
見
て
も
婦
除
が
保
健
衛
生
一
を
問
わ
や
大
艇
を
食
べ
た
事
に
一
利
用
下
さ
る
と
と
を
希
望
し
ま
す
一
で
も
多
く
廻
わ
れ
る
ど
う
に
し

一
絡
を
密
封
え
る
た
め
に
は
も
経
済
の
一
去
を
は
か
争
、
さ
ら
に
長
紛
の
一
@
火
災
の
場
合
も
笠
恕
巡
り
「
火
一
円
戸
籍
係
一
上
ど
ん
な
に
大
切
で
あ
る
か
が
割
一
号
也
@
突
に
不
整
基
で
す
。
一
な
お
会
場
‘
日
待
毎
は
諮
っ
て
一
て

T
C
い
。

け
一
同
情
誌
は
ー
か
ら
訟
け
れ
ば
一
間
凶
器
主
引
い
刊
誌
百
五
十
創
立
計
十
一
一
一
一
六
六
番
一
時
静
誌
開
一
院
は
起
村
山
日
立
日
一
円
浅
見
定

γ
ぷ
一
口
駅
れ
い
に

1
1⑧
諮
問
諮
問
酎
心
け
す

主
幹
評
議
議
長
一
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す

O

一
帯
山
内
紅
白
紘
一
一
一
一
六
七
番

d

野
事
務
局
一
時
話
相
官
時
邸
内
一
誌
は
刊
誌
立
腸
チ
フ
亭
パ
喜
一
諮
問
団
刊
誌
辻
←

一
生
命
保
協
慨
は
鰹
詩
的
安
全
保
障
一

f

一
一
一
一
一
六
金
銭
諮
局
一
時
グ
肝
ふ
れ
町
民
日
一
門
出
廷
川
崎
純
計
れ
一
時
え
の
予
隣
接
種
一
日
れ
叫
お
ど
訪
問
一

一
徳
易
保
険
は
郵
便
局
長
品
一
同
去
の
と
き
は
次
の
よ
う
に
分
一
愛
犬

m
w登
鱗
芝
一
く
自
分
の
た
め
，
公
衆
衛
生
の
た
一
2

・
以
上
で
赤
痢
は
妨
げ
ま
一
裕
戦
前
清
雲
監
勝
チ

7

一
た
し
ま
す
か
ら
お
忘
れ
た
く
御
一

一
っ
て
い
る
生
命
保
険
で
、
生
れ
た
一
号

L
た
し
ま
す
@
一
一
め
の
も
の
で
す
か
ら
も
れ
な
く
爽
一
す
も
ね
か
ら
入
る
病
気
で
す
か
一
ス
が
大
流

F司
、
昭
和
二
土

Z

一
綿
入
下
さ
い
珍
一

一
材
料
長
紅
白
日
目
一
日

N
1

日
付
一
狂
犬
病
の
玄
関
投
離
比
一
段
航
行
口
山

γ目
的
時
打
話
一
号
諸
問
れ
日
時
打
同
一
山
肝
諮
問
料
げ
れ
町
長
平
議
事
一
審
教
育
委
一

一
郎
一
一
訳
訪
日
射

γ
総
合
一
一
一
一
持
一
一
一
げ
日
付
一
お
す
み
で
〉
し
よ
う
か
一
い
持
訴
時

M
M
A弘
一
結
核
予
腕
謹
開
一
師
向
日
計
材
料
開
一
一
時
的
一
塁
胞
に
帯
立
会
民
一
舘
←

一
の
よ
ろ
し
い
認
に
届
罰
金
に
伺
い
ま
一
四
年
分
。
五
タ
足
分
一
本
何
十
も
各
地
で
あ
の
恐
し
い
亘
書
鍬
手
数
料
一
ニ

O
O
m
円
一
の
費
五
自
主
選
ん
で
必
宇
大
橋
一
自
分
は
否
問
主
人
だ
か
ら
結
核
く
な
っ
て

h
M
Oま
す
。
四
十
度
以
一
運
費
審
議
会
護
員
の
一

一
す
。
一
五
年
分
グ
七
夕
月
分
一
犬
病
が
発
生
し
始
め
ま
し
に
@
中
市
一
ハ
鑑
札
共
二
除
を
す
ま
せ
て
下
さ
い

e

一
に
は
ぞ
ら
た
い
と
一
買
っ
て
い
る
一
上
の
豪
州
が
続
昔
、
死
亡
率
一
喜
一
改
選
一

一
保
険
料
を
一
時
壬
ハ
ク
易
分
以
上
}
一
及
保
健
所
で
ほ
と
れ
が
予
防
の
た
一
開
業
獣
医
証
明
に
よ
る
済
蕊
交
一
一
入
で
も
結
核
に
か
与
っ
て
い
る
人
一
く
‘
頭
髪
ま
で
蒜
く
な
る
滋
ろ
し
一

一
号
一
め
間
昭
和
二
十
七
年
度
実
護
並
一
付
手
数
料
一
一
一

0
2

一
今
年
も
弗
癖
捻
一
芸
く
あ
り
ま
せ
ん
。
震
予
防
一
い
ず

7

ス
も
優
主
費
用
と
喜
一
審
苦
渋
に
よ
る
、
書
紋
一

一
即
時
輪
金
の
護
霊
…
伊
量
一
に
春
季
狂
犬
病
予
防

5
2

一
「
墨
付
リ
リ
つ

i
一
一
増
加
の
一
方
面
が
施
行
さ
れ
、
学
校
、
主
主
玄
関
を
一
寸
さ
く
こ
と
に
よ
奇
数
育
法
施
行
震
を
り
喜
一

一
部
梶
山
知
官
官
民
主
的
脱
出
日
正
当
官
官
官
j
一
一
よ
詩
吟
諮
問
士
一
時
期
諮
問
一
一
一
一
一
提
出
げ
夜
間
関
諮
問
紘
一

容
は
直
接
の
原
因
で
被
害
長
け
一
一
2
5

る
雲
ま
よ
わ
存
度
一
春
の
大
韓
輪
一
縦
だ
け
は
壁
掛
唱
え
る
一
き
と
一
会
が
多
い
の
で
す
が
$
家
庭

2

一
す
が
注
射
広
弱
い
方
じ
は
反
感
の
一
皇
室
皇
室
願
う
と
と
に

一
一
実
施
致
し
ま
ず
か
ら
さ
そ
い
合
せ
一
一
れ
の
予
紡
じ
は
践
を
協
し
て
お
か
一
る
入
は
出
家
族
に
患
者
で
も
あ
れ
ば
一
出
な
い
注
射
の
方
法
が
あ
わ
ま
す
一
な
ち

皆
さ
ん

i

一
て
お
い
で
下
さ
い
。
一
私
援
は
毎
年
審
秋
二
回
定
期
の
一
ま
す
@
卒
〈
予
防
注
射
で
も
山
山
来
一
格
別
、
な
か

1
1
進
ん
で
健
康
一
か
ら
と
わ
が
る
と
と
は
あ

-
Z喜
一
詑

簡
易
保
険
で
学
校
や
病
院
を
一
一
日
待
五
月
二
十
一
一
良
一
大
震
を
繰
返
し
て
お
れ
り
ま
す
@
…

2

・
と
関
山
い
ま
す
が
も
ま
だ
ま
ん
一
診
断
を
焚
け
る
機
会
が

2
1

一
ん
。
叉
し
の
注
射
は
予
防
径
一
塁
一
氏
名

一
二
十
一
一
一
ぉ
一
そ
の
外
年
の
甘
婚
に
は
自
発
的
に
す
一
途
上
に
あ
争
原
ム
品
放
実
瀦
は
妥
め
一
自
分
で
身
体
の
国
間
欽
に
気
が
つ
い
一
に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
す
か
ら
滋
一
弁
上
質

建
て
ま
'
し
よ
う
一
午
鯵
九
時
よ
り
午
後
四
時
迄
一
ず
は
ら
い
そ
し
て
新
年
を
迎
え
る
一
ま
せ
ん
か
ら
、
と
れ
に
糾
問
す
る
予
一
た
時
に
は
か
放
り
出
向
気
が
進
ん
で
一
也
友
く
受
け
た
い
特
は
、
処
罰
さ
一
小
川
雄
助

簡
易
保
険
は
皆
さ
ん
よ
軽
量
一
修
等
皆
さ
ん
の
た
め
に
お
役
室
二
間
一
一
館
時
速
噌
一
綿
一
一
官
民
れ
品
川
ト
同
一
附
刊
誌
持
持
法
…
同
誌
一
れ
一
一
作
品
計
あ
わ
ま
せ
ん
一
肺
門
れ
れ
れ
叫
ん
一
一
一
一
干
す
舎
一

京
市
腕
輪
間
程
説
的
一
つ
仕
事
を
し
で
お
静
ま
ず

e

一
譲
渡
J
事
勾
一
軒M
M
M品
目
位
れ
一
ト
許
認
町
刊
誌
一
暗
殺
間
込
町
一
一
一
時
話
刊
誌
鵠
刊
と
一

制
仰
の
記
念
に
一
，

m
τ喜
一
時
三T-
S
2
2
T
豊
富
一
三
宣
言τ
Z
E
E
-喜
喜
一
5
1
Z
量
z
?と
喜
一Z
Z
M
2
T
E
E
-
3
4
Z
5
5
-
A
5
s
-
i

一
三
警2
5
2
三
否
一
三
古
竺
一
か
ら
捕
時
知
警
が
参
り
ま
し
た
ら
も
一

円
傷
銀
諺
査
の
一
来
関
一
献
金
保
輝
法
に
よ
る
一
吋
宇
野
ト
制
訪
れ
同
一
一
庄
内
一
一
弘
鮮
民
れ
イ
民
一
一
一
時
同
諸
問
勺
れ
な
く
注
射
を
一

段
い
り
ま
し
ょ
う
一
審
議
議
議
議
一

M
M
H
F諒
詰
号
炉
諮
問
立
な
叩
一
掠
れ
れ
わ
れ
寸

J

一
様
認
に
つ
い
て
は
諸
式
日
間

p
u
r
-刊行
計
五
お
じ
い
一
日
目
当
日
以
晶
一
襲
撃
に
御
協
力
を
一

一
予
定
宅
雲
仙
の
遜
り
滋
燥
が
あ
一
険
受
給
資
裕
者
に
擬
す
制
一
た
が
ら
・
あ
る
い
わ
と
れ
じ
気
づ
一
利
者
を
保
護
す
る
意
味
じ
於
い
て
一
保
健
衛
生
の
向
上
は
先
宝
章
介
一

一
っ
た
か
ら
受
給
資
格
該
当
者
は
妥
一
宇
一
か
ぬ
た
め
も
叉
は
皐
清
雲
仙
を
心
一
も
一
般
に
お
輩
出
生
周
知
さ
せ
檎
一
の
州
知
滋
か
ら
初
ま
り
ま
す
@
皆
様

い
{
一
得
ぬ
た
め
、
も
し
く
は
本
邦
伸
縮
往
一
利
放
棄
を
可
及
的
陀
妨
止
数

L

た
一
方
の
御
理
解
じ
よ
-
n
;ま
し
て
塵
芥

米
国
在
住

v

申
比
同
一
磁
の
紋
会
保
障
一
邦
人
の
数
時
中
の
一
般
霊
会
窓
際
一
く
、
帥
刊
に
襲
戦
後
米
国
よ
り
の
引
一
処
理
の
申
込
町
欽
豆
一

0
0
0
葉
暗

法
の
溺
用
を
受
け
る
勢
働
に
従
事
一

L
C間
同
様
依
然
米
国
政
府
に
拙
棋
聖
工
場
者
が
多
い
地
方

K
あ
っ
て
は
刷
出
一
に
注
し
も
市
の
橋
一
婦
人
は
懸
命
に

し
犬
も
の
に
対
し
て
は
現
じ
本
邦
一
れ
る
も
の
止
の
誤
解
等

K

よ
静
、
一
添
市
宮
帽
酬
を
参
考
と
し
て
関
係
者
へ
一
皆
様
の
御
家
庭
生
魁
っ
て
ご
み
の

に
局
往
す
る
邦
人
の
場
合
で
も
同
一
本
件
給
付
の
申
認
を
怠
り
‘
あ
る
一
周
知
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
お
取
計
い
一
搬

m
K
努
め
て
烏
り
ま
ナ
が
、
際

法
の
規
定
に
従
い
老
年
保
険
叉
は
一
い
は
叉
在
米
中
す
で
に
市
議
蓄
を
一
願
い
た
い
@
一
ら
れ
た
入
国
国
で
恕
毎
に
増
加
す
る

遺
族
保
険
等
の
給
付
が
敬
さ
れ
る
一
鍵
崩
し
た
も
の
で
も
ま
持
引
傷
後
一
削
別
添
要
織
に
付
亡
口
市
役
所
庶
務

J一
ご
み
を
支
障
な
く
処
理
ナ
る
た
め

と
に
な
っ
て
い
る
が
b

符
訟
は
一
住
所
餐
更
が
あ
っ
て
も
、
と
れ
が
一
に
と
の
事
業
に
対
[
債
措
怖
の
銅
器

一
九
悶
0
2

後
九
ば
T

喜
一
遜
宮
号
、
も
し
く
は
率
引

p
d

長
い
い
た
し
ま
す
@

土
脚
峨
口
H
は

{ヰ}

臨

月
い
い
什
五
月

詑

議
燦

歓
米
一
合
第
二
六
O
号

昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
日

外
滋
事
務
次
官

長
い
鶴
市
民
の
皆
さ
ん
じ
不
便
一
関
の
ど
の
設
や
呼
ん
で
市
闘
い
て
も

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
も
当
一
も
市
役
所
交
換
台
が
山
山
ま
ず
@
そ

市
役
所
。
電
話
設
備
が
今
度
交
換
一
れ
か
ら
何
細
部
、
議
れ
と
御
指
名
下

合
の
新
設
じ
よ
っ
て
漸
く
祭
儀
喜
一
さ
れ
ば
関
係
輔
闘
が
態
悠
刊
す
る
擦
に

れ
ま
し
た
。
一
怒
っ
て
お
静
ま
す
。

ら
今
緩
ま
ち
/
ー
で
あ
っ
た
鷺
話
一
位
し
と
の
交
換
時
開
放

一
番
号
も
一
一
一
六
一
番
か
ら
一
一
一
六
一
遜
常
践
は
約
八
時
一
一
一
十
分
よ
静

一
八
番
態
と
訟
静
まL
た
の
で
こ
の
一
後
六
時
ま
で


